
全国いきいき公衆衛生の会 サマーセミナー in Yonago 
第 9 回 中四国地域保健医療福祉従事者研修会 

  
 開催日 ２０１７年７月８日（土）～９日（日） 
  場 所 鳥取県米子市 鳥取大学医学部 アレスコ棟等      
  
プログラム                               
１日目 
受付 12：30-13：00 （アレスコ棟入口） 
開会のあいさつ 現地世話人 尾崎米厚（鳥取大学）   13：00~13：15 （122 講義室） 
        全国いきいき公衆衛生の会 世話人代表 前田秀雄（渋谷区） 
 
基調講演                          13：20-14：50 （122 講義室） 
中山間地域における地域包括ケアの取り組み                 （資料ページ４） 
                          島根県浜田市弥栄診療所 所長 阿部顕治 
 
分科会 15：00~16：50 （アレスコ棟チュートリアル室） 
 分科会名 発表者 資料ページ 

1 

島根県益田市；住民とともに歩む健康ます

だ市 21 の取り組み  ～健康づくりの旅  

快適な乗り心地を求めて～ 

澤江 佑三（健康ますだ市 21 推進協議会 

会長）、小玉 千絵（益田市福祉環境部健

康増進課 主任） 

ページ 14 

2 
島根県川本町；連携は口から 食栄養支援

を通した包括ケアの推進 
中本稔（島根 県央保健所 所長） 

ページ 21 

3 
島根県江津市；職域連携の取組み～生活

習慣改善の足がかりづくり～ 

石田智子（江津市健康医療対策課 管理

栄養士） 

ページ 24 

4 

鳥取県日南町；中山間地域における地域の

保健医療福祉の人材確保の難しさ ～みん

なが笑顔で暮らせる町づくりを目指して～ 

岩佐詩織（日南町福祉保健課 保健師） 

阿部顕治（島根県浜田市弥栄診療所） 

ページ 31 

5 
鳥取県境港市：思春期からの自死対策 学

校、地域、保健スタッフとの協働 

田中美津枝（境港市福祉保健部健康推進

課母子保健係 保健師） 

ページ 37 

 
1 日目の閉会  16：50 から 17：00 
バス等で、宴会・宿泊所まで送迎（皆生温泉 皆生つるや）          17：00~17：30 
懇親会（皆生つるや）                           18：30～21：00  
 
2 日目 
受付  8：30 から 9：00 （記念講堂入口） バス等で温泉宿から会場へ 8：30 出発 
シンポジウム 「先輩保健師からこれからを担う人々へ伝えたいこと」9:00~10:20  （記念講堂） 
  永江尚美（元島根県保健師）                    （資料ページ 44） 

本間直子（元頓原町（現飯南町）保健師）              （資料ページ 47） 
竹内妙子（安来市保健師；再任用）                 （資料ページ 56） 
馬場真由美（元旭町（現浜田市） 保健師）             （資料ページ 59） 

 
ワールドカフェ；前日の分科会で学んだことを共有 （記念講堂） 
 ワールドカフェの説明；10：30 から 10 分               （資料ページ 62） 
 ワールドカフェの実施；10：40 から 12：10 
 ワールドカフェの各グループからの報告 12：10-12：20 
 2 日目の閉会 12：20-12：30 
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全国いきいき公衆衛生の会サマーセミナーとは 

 

全国いきいき公衆衛生の会とは 

 現在全国各地で地域の公衆衛生活動に携わっている保健所及び市町村の医師，保健師，栄養士，歯

科衛生士や衛生課職員，事務吏員，さらに住民等がそれぞれの地域での特徴ある活動の交流を行い，

公衆衛生活動の方向性や，その具体的な進め方について検討しています。現在の会員数は約 250 人で

す。  

 会の特徴、①現場の事例に学ぶことを原則にする、②公衆衛生の実践方法論を構築する、③活動交

流の場を確保する。主な活動は２つです。サマーセミナー開催；毎年夏頃。日本公衆衛生学会での自

由集会開催。 

 

設立の経緯：「全国いきいき公衆衛生の会」は，全国各地で地域の公衆衛生活動に携わっている 保健所および

市町村の医師，保健婦，栄養士，歯科衛生士や衛生課職員，事務吏員，さらに住民等がそれぞれの地域での

特徴ある活動の交流を行い，公衆衛生活動の方向性や，その具体的な進め方について検討していこうと，昭和

63 年の日本公衆衛生学会の自由集会後に結成された会です。 

 事務局は当初から国立公衆衛生院疫学部に置いてきました（平成 16 年 4 月からはヘルスプロモーション研究

センター）。現在の会員数は約 500 人です。活動内容は日本公衆衛生学会自由集会の他，サマーセミナーの開

催，出版活動，ニュース発行などです。特に現場での公衆衛生活動から活動方法論を構築することを主眼とした

活動交流の場を確保することを大切にしています。 

昭和 60 年 2 月 22－23 日： 全国保健所長会の応援もあって、大阪で「全国保健所若手医師連絡会」が開催さ

れ、約 90 名が参加。保健所の改革について、白熱した議論、情報交換が行われた。前田博明先生、岩永先生

らが出席。 

昭和 62 年 2 月 6 日： 大津市で「近畿保健所若手医師の会」設立。69 名参加。近畿保健所長会、厚生省参

加。「21 世紀に向けて保健所はどうあるべきか」をテーマに議論。 

昭和 63 年 1 月：「近畿保健所若手医師の会」で、保健所改革の検討を開始していた「地域保健将来構想検討

会」へ提言を提出することを決定。 

昭和 63 年 5 月 21－22 日：「保健所の将来構想について草案をつくり札幌で自由集会を開催する会」の第 1 回

東京会議が星、前田（博）先生の呼びかけで開催。22 名参加。  

昭和 63 年 6 月 16 日：「近畿保健所若手医師の会」から提言（健康コミュニティを実現する新しい保健所像を目

指して）を検討会へ提出。 

昭和 63 年 7 月 17－19 日：「保健所の将来構想について草案をつくり札幌で自由集会を開催する会」第 2 回東

京会議開催。全国の事例の検討と、事例から総論を作成するワークショップ。「全国いきいき公衆衛生の会」の発

足、会則案が確認された。 

昭和 63 年 7 月 23 日：「社会医学研究会総会で前田（博）が「保健所を中心とした地域保健の将来構想につい

ての二つの提言」を発表。 

昭和 63 年 9 月 21 日： 札幌の日本公衆衛生学会で分科会討論「保健所の将来構想について」、自由集会：

保健所を中心とした地域保健の将来構想「さぁ、今！いきいきとした保健所活動を！」をテーマに開催。 参加者

500 人！学会後に「全国いきいき公衆衛生の会」を結成。 

世話人 

家入香代、石川貴美子、中俣和幸、阿彦忠之、石川貴美子、糸数公、犬塚君雄、岩室紳也、尾崎米

厚、加藤恵子、金子仁子、嶋村清志、田中久子、田中良明、藤内修二、中板育美、中川昭生、中瀬克

己、中俣和幸、原田久、櫃本真聿、福島富士子、福永一郎、星旦二、前田秀雄（順不同）） 
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＜サマーセミナーの記録＞ 

平成 2 年 松山市（250 人）、 平成 3 年 江の島（150 人）、 平成 4 年 宇都宮（ 60 人） 

 平成 ６年 郡山市（160 人）、 平成 ７年 湯布院町（270 人）、 平成 ８年 花巻市（134 人） 

 平成 ９年 蘇陽町（300 人）、 平成 10 年 松江市（210 人）、 平成 11 年 上山市（250 人） 

 平成 12 年 堺 市（211 人）、 平成 13 年 鹿児島市（412 人）、 平成 14 年 名古屋市（317 人） 

 平成 15 年 佐敷町(157 人)、 平成 16 年 豊田市(172 人)、 平成 17 年 秦野市(250 人) 

 平成 18 年 由布市(220 人）、 平成 19 年 坂戸市(154 人）、 平成 20 年 小山市(200 人） 

 平成 21 年 沖縄県(新型インフルで中止）、 平成 22 年 沖縄県、 平成 23 年 岡山市 

 平成 24 年 福島県 郡山市、 平成 25 年 いなべ市、 平成 26 年 新潟県見附市  

 平成 27 年 東京都、平成 28 年 福島県郡山市 

 

＜自由集会の記録＞ 

平成 元年（つくば市）   公衆衛生活動の機能と方法論 

 平成 ２年（徳島市）   誰が立てるの保健計画ー私にも出来る保健計画 

 平成 ３年（盛岡市）   保健計画のＨｏｗ-ｔｏを目指して 

 平成 ４年（東京）    保健と福祉の統合問題 

 平成 ５年（北九州市） 地域保健法なんてこわくない 

 平成 ６年（鳥取市）   母子保健の市町村委譲に向けて 

 平成 ７年（山形市）   総合的な保健活動のためのこれからの保健所と市町村 

 平成 ８年（大阪市）   今，求められているヘルスプロモーションの視点 

 平成 ９年（横浜市）   ディベート「保健所は必要か」 

 平成 10 年（岐阜市）   公衆衛生ビッグバン！わたしたちのめざすものは 

 平成 11 年（別府市）   健康日本２１の推進 

 平成 12 年（前橋市）   個別健康教育を斬る 

 平成 13 年（高松市）   健康日本２１，健やか親子２１と健康政策評価 

                     ～いきいきと仕事をするために～ 

 平成 14 年（さいたま市） 公衆衛生と公的責任 

 平成 15 年（京都市）   市町村合併と公衆衛生活動 

 平成 16 年（松江市）   地域保健法を活かせたか？ ～成立から 10 年を振り返って～ 

 平成 17 年（札幌市）   地域保健 混迷からの脱出！！ 

 平成 18 年（富山市）   コミュニティアプローチ，新しいパートナーとともに 

                                     －医療制度改革の新たな潮流のなかでー 

 平成 19 年（松山市）   特定健診・特定保健指導とポピュレーションアプローチ 

 平成 20 年（福岡市）   医療制度改革と公衆衛生～現場での混乱を整理して今後の方向性を考えよう 

 平成 21 年（奈良市）   民主党政権時代の公衆衛生のあり方！ 

 平成 22 年（東京）     健康格差 

 平成 23 年（秋田）     ワールド・カフェ 

 平成 24 年（山口）     こんなに変わった「地域保健対策の推進に関する基本的な指針」 

 平成 25 年（三重）     地域が変わる ～ソーシャルキャピタルの醸成を目指して～ 

 平成 26 年（栃木）     公衆衛生活動をいきいき活動するために～地味だけど大切なこと～ 

 平成 27 年（長崎）    ワールドカフェで、ヘルスプロモーションの実践についてとことん語ろう！ 

 平成 28 年（大阪）    いきいきは見た「公衆衛生の真実」  ヘルスプロモーションについてプレゼンとワールドカフェ 
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年
度

１
．
家
族
・
地
域
の
団
ら
ん
　

～
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
～

２
．
自
分
ら
し
く
生
き
る
　

～
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
～

「
４

つ
の

柱
」

を
元

に
、

さ
ま

ざ
ま

な
保

健
活

動
を

展
開

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

３
．
食
は
い
の
ち
の
源
　

～
日
南
の
恵
み
を
大
切
に
～

４
．
運
動
は
万
病
予
防
　

～
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
取
り
組
も
う
～

健
康

福
祉

セ
ン

タ
ー

 所
長

１
 （

日
南

病
院

名
誉

院
長

兼
）

　
福

祉
保

健
課

 課
長

１
 （

福
祉

事
務

所
長

兼
）

　
　
　

　
○

健健
康

対
策

室
：

介
護

保
険

担
当

１
、

保
健

師
５

（
福

祉
推

進
室

兼
１

､
包

括
兼

１
）

　
　

　
　

　
　

　
　

社
会

福
祉

士
２

（
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
長

兼
/
包

括
及

び
福

祉
推

進
室

兼
）
、

非
常

勤
保

健
師

１

　
　

　
　

　
　

　
　

管
理

栄
養

士
１

（
包

括
兼

）
、

嘱
託

介
護

相
談

員
1

、
臨

時
２

　
○

福
祉

推
進

室
：

児
童

福
祉

担
当

２
（

査
察

指
導

員
兼

１
）
、

高
齢

者
福

祉
担

当
１

（
福

祉
事

務
所

兼
）

　
　

　
　

　
　

　
　

障
害

福
祉

担
当

１
（

福
祉

事
務

所
兼

）
、

社
会

福
祉

士
１

（
包

括
及

び
健

康
対

策
室

兼
）

　
　

　
　

　
　

　
　

保
健

師
1

（
健

康
対

策
室

兼
）
、

福
祉

相
談

員
１

　
　

　
　

　
　

　
　

嘱
託

１
（

福
祉

事
務

所
兼

）
、

臨
時

１

　
○

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

：
セ

ン
タ

ー
長

１
（

健
康

対
策

室
社

会
福

祉
士

兼
）
、

保
健

師
1

（
健

康
対

策
室

兼
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
社

会
福

祉
士

１
（

健
康

対
策

室
及

び
福

祉
推

進
室

兼
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
管

理
栄

養
士

１
（

健
康

対
策

室
兼

）
、

委
託

理
学

療
法

士
１

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
嘱

託
准

看
護

師
１

、
非

常
勤

看
護

師
１

　
○

福
祉

事
務

所
 ：

 福
祉

事
務

所
長

１
（

課
長

兼
）
、

査
察

指
導

員
１

（
福

祉
推

進
室

兼
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
生

活
保

護
担

当
２

（
福

祉
推

進
室

兼
）
、

障
害

者
福

祉
担

当
１

（
福

祉
推

進
室

兼
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
嘱

託
１

（
福

祉
推

進
室

兼
）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

実
2

6
名

　

日
南
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
職
員
体
制

保
健
∝
医
療
∝
福
祉
↝
社
会
資
源

日日
南

町
福

祉
保

健
課

　
保

健
福

祉
全

般
　

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

　
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
　

福
祉

事
務

所

日
南

福
祉

会

（
在

宅
課

）

　
訪

問
介

護
事

業
所

　
１

　

　
通

所
介

護
事

業
所

　
４

→
３

→
２

　
　

　
　

　
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

　
１

（
介

護
支

援
専

門
員

　
5

）

日
南

福
祉

会

（
施

設
課

）

　
入

所
　

9
0

床
→

8
5

床
→

9
0

床

　
短

期
入

所
　

1
9

床
→

1
5

床
→

1
0

床
→

５
床

　
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

　
２

→
１

施
設

　
3

6
床

→
2

7
床

→
1

8
床

 

日
南

町

社
会

福
祉

協
議

会

　
ま

ご
こ

ろ
サ

ー
ビ

ス
（

見
守

り
）

　
　

配
食

サ
ー

ビ
ス

　
独

居
高

齢
者

の
つ

ど
い

　
　

い
き

い
き

サ
ロ

ン

　
地

域
支

え
愛

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

　
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
　

子
育

て
支

援
施

策
全

般

日
南

病
院

　
一

般
病

床
　

5
9

床

　
療

養
病

床
　

4
0

床
　

（
介

護
型

3
1

床
　

医
療

型
９

床
）

　
短

期
入

所
（

空
床

利
用

）
　

　
往

診
　

　
訪

問
リ

ハ
　

　
　

　

　
訪

問
看

護
事

業
所

　
　

　
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

　
訪

問
型

サ
ー

ビ
ス

C
　

　
通

所
型

サ
ー

ビ
ス

C

医
院

　
歯

科
　

１

保
健
⊦
医
療
⊦
福
祉
↝
社
会
資
源
↚

⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
携
↾
↺
専
門
職

どど
げ

な
か

知
っ

て
ご

し
な

い
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福
祉
保
健
課
↝
場
合
⃴

【
保

健
師

】
６

人

　
　

課
長

職
：

１
人

　
育

児
休

暇
：

１
人

　
実

働
：

４
人

　
　

経
験

年
数

　
2

0
年

以
上

（
5

0
代

）
　

　
　

2
人

　
　

　
　

　
　

　
1

0
年

以
上

（
3

0
～

4
0

代
）

 2
人

　

　
　

　
　

　
　

　
  
5

年
以

上
（

2
0

代
）

　
　

　
1

人

　
　

　
　

　
　

　
  
5

年
未

満
（

2
0

代
）

　
　

　
1

人

【
管

理
栄

養
士

】
1

人

　
　

経
験

年
数

　
1

0
年

未
満

（
4

0
代

）
　

　
　

1
人

【
社

会
福

祉
士

】
2

人

　
　

経
験

年
数

　
1

5
年

以
上

（
4

0
～

5
0

代
）

  
2

人

日
南
町
国
民
健
康
保
険
‒日

南
病
院
↝
場
合
⃴

【
常

勤
医

師
】

　
　

　
4

名
（

内
科

３
名

/
外

科
1

名
）

【
非

常
勤

医
師

】
　

　
5

名

（
小

児
科

/
眼

科
/
耳

鼻
咽

喉
科

/
整

形
外

科
/
皮

膚
科

）

【
看

護
師

】
　

　
 　

3
8

名
（

正
規

3
4

名
/
非

常
勤

等
4

名
）

（
ほ

か
､
準

看
護

師
8

名
/
看

護
補

助
者

1
3

名
､
介

護
福

祉
士

5
名

）

【
リ

ハ
ビ

リ
】

　
　

　
7

名
（

P
T

６
、

O
T

1
）

【
臨

床
検

査
技

師
】

　
3

名
（

う
ち

嘱
託

１
）

【
薬

剤
師

】
　

　
　

　
2

名

【
放

射
線

技
師

】
　

　
2

名

【
管

理
栄

養
士

】
　

　
1

名

【
介

護
支

援
専

門
員

】
1

名
　

約
半

数
が

5
0

歳
代

…

日
南
福
祉
会
↝
場
合
⃴

【
直

近
の

経
過

】

・
H

2
7

年
度

1
8

9
人

 →
 年

度
末

時
点

1
8

4
人

　
　

（
退

職
2

1
人

､
採

用
1

4
人

（
再

雇
用

5
人

含
む

）
）

・
H

2
8

年
度

1
7

7
人

 →
 年

度
末

時
点

1
6

9
人

　
　

（
退

職
1

2
人

､
採

用
5

人
）

・
H

2
9

年
度

1
6

2
人

 →
 年

度
末

時
点

?
?

?
人

正
規

職
員

嘱
託

職
員

常
勤

準
職

員
非

常
勤

職
員

臨
時

職
員

合
計

H
2

6
年

度
1

3
4

1
1

2
0

2
7

3
1

9
5

H
2

7
年

度
1

2
9

9
2

3
2

6
2

1
8

9

H
2

8
年

度
1

2
1

1
2

2
0

2
2

2
1

7
7

年
度

内
職

員
数

特
↚
⅚
離
職
ⅻ
進
↯
介
護
現
場
⃴

•
社

会
福

祉
法

人
 日

南
福

祉
会

は
平

成
1

7
年

4
月

に
開

設
。

・
ピ

ー
ク

時
か

ら
、

約
3

0
人

の
職

員
減

。

　
→

職
員

不
足

に
よ

り
、

通
所

介
護

事
業

所
の

閉
鎖

、
短

期
　

　
入

所
お

よ
び

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
入

所
件

数
の

縮
小

化
を

　
　

余
儀

な
く

さ
れ

る
。

•
必

要
な

介
護

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
で

き
な

い
事

態
が

　
発

生
。

•
そ

の
他

、
職

員
確

保
だ

け
で

な
く

、
職

員
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

及
び

育
成

で
の

課
題

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
対

応
で

苦
慮

。
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保
健
師
↝
定
着
ⅹ
↷
↢
確
保
↝
困
難
ↄ

•
過

去
2

0
年

の
採

用
状

況

　
　

H
1

2
年

採
用

 1
人

 →
 H

2
5

.5
月

退
職

（
家

族
の

介
護

）

　
　

H
1

7
年

採
用

 1
人

　
　

H
2

0
年

採
用

 1
人

 →
 H

2
3

.1
2

月
退

職
（

体
調

不
良

､
結

婚
）

　
　

H
2

2
年

採
用

 1
人

 →
 H

2
6

.3
月

退
職

（
看

護
師

転
職

､
結

婚
）

　
　

H
2

4
年

採
用

 1
人

　
　

H
2

7
年

採
用

 1
人

•
鳥

取
大

学
保

健
学

科
 地

域
看

護
学

実
習

の
受

け
入

れ

　
　

年
間

8
人

の
学

生
受

け
入

れ
を

継
続

。

　
　

保
健

師
希

望
の

学
生

の
減

少
。

Ⅴ
日
南
町
↖
専
門
職
↗
ↆ
↕
働
ⅼ
↎
ⅳ
Ⅵ

⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
↗
思
ⅷ
↙
ⅳ
↝
↞
↙
↋
≢

•
日

南
町

に
魅

力
が

な
い

の
か

？

•
病

院
や

福
祉

施
設

に
魅

力
が

な
い

の
か

？

•
町

と
し

て
の

保
健

医
療

福
祉

の
方

針
に

魅
力

が
な

い
の

か
？

•
情

報
発

信
の

仕
方

が
悪

い
の

か
？

•
給

料
が

安
い

の
か

？

•
生

活
に

必
要

な
も

の
が

揃
わ

な
い

か
ら

な
の

か
？

•
地

理
的

条
件

が
悪

い
の

か
？

田
舎

だ
か

ら
か

？

•
雪

が
多

い
、

冬
が

大
変

だ
か

ら
か

？
　

　
…

e
tc？

ⅼⅼ
↕

Ↄ
ↄ

⇂
≢

Ⅴ
日
南
町
↖
保
健
師
↗
ↆ
↕
働
ⅼ
↎
ⅳ
Ⅵ

⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
⅙
↗
思
ⅷ
↙
ⅳ
↝
↞
↙
↋
≢

【
悩

み
】

実
習

を
受

け
入

れ
な

が
ら

、

　
　

　
　

何
年

も
採

用
に

至
ら

な
い

の
は

ど
う

し
て

か
？

•
保

健
師

の
仕

事
が

イ
メ

ー
ジ

し
に

く
い

の
か

？

•
学

生
実

習
で

何
を

ど
う

伝
え

る
と

保
健

師
と

い
う

仕
事

に
魅

力
を

感
じ

て
、

働
き

た
い

と
思

え
る

の
か

？

•
学

生
に

何
を

ど
こ

ま
で

求
め

る
か

？

•
日

南
町

で
働

く
こ

と
が

イ
メ

ー
ジ

し
に

く
い

の
か

？

•
保

健
師

の
現

任
教

育
体

制
が

わ
か

り
づ

ら
い

の
か

？

•
日

南
町

で
働

く
の

は
し

ん
ど

そ
う

に
見

え
る

の
か

？
楽

し
そ

う
に

見
え

な
い

？

？

ⅼⅼ
↕

Ↄ
ↄ

⇂
≢

現
場
↞
⅚
人
材
不
足
↚
↷
↺
悪
循
環
⃴

人
が

少
な

い
一

人
の

業
務

量
が

多
い

仕
事

が
し

ん
ど

い
・

き
つ

い

体
力

的
、

精
神

的
に

負
担

が
大

き
い

仕
事

が
続

か
な

い
（

休
む

、
辞

め
る

）

や
り

が
い

・
楽

し
さ

を
感

じ
ら

れ
な

い
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今
後
↳
↹
↎
ⅳ
ↂ
↗
⃴

１１
．

職
員

確
保

の
努

力

＜
保

健
師

＞

•
実

習
対

応
を

地
道

に

•
保

健
師

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

事
業

の
創

設

•
S

N
S

の
活

用
に

よ
る

活
動

の
情

報
発

信

＜
介

護
＞

•
給

与
･
福

利
厚

生
･
研

修
等

の
制

度
の

見
直

し

•
介

護
福

祉
人

材
育

成
奨

学
金

制
度

を
広

く
P

R

•
介

護
支

度
金

制
度

の
創

設
（

看
護

師
･
薬

剤
師

は
す

で
に

あ
る

）

今
後
↳
↹
↎
ⅳ
ↂ
↗
⃴

２２
．

離
職

防
止

＜
保

健
師

＞

•
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
を

考
え

る

•
研

修
や

人
材

育
成

に
よ

る
無

理
の

な
い

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ

＜
介

護
＞

•
保

健
師

と
同

様

•
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
･
福

祉
機

器
の

活
用

に
よ

る
負

担
軽

減
お

よ
び

　
魅

力
化

•
退

職
理

由
の

分
析

と
対

策

今
後
↳
↹
↎
ⅳ
ↂ
↗
⃴

３３
．

町
ぐ

る
み

で
の

協
同

＜
保

健
師

＞

•
他

職
種

と
の

連
携

と
分

担
、

業
務

の
見

直
し

と
選

択

•
住

民
と

と
も

に
取

り
組

む

＜
介

護
＞

•
各

事
業

所
で

の
業

務
の

見
直

し
と

専
門

職
以

外
に

頼
め

る
業

務
を

任
せ

る
（

選
択

と
集

中
、

住
民

参
画

）

＜
住

民
＞

•
「

で
き

る
こ

と
は

自
分

た
ち

で
や

る
」

と
い

う
意

識
啓

発
と

　
参

画
･
協

同
を

進
め

て
い

く
（

“
押

し
付

け
ら

れ
感

”
の

な
い

よ
う

に
！

）

↘
ⅵ
ↆ
↎
↸
人
ⅻ
集
↭
↺
町
∝
職
場
↚
↙
↺
ⅺ

•
“

町
・

職
場

と
し

て
魅

力
が

あ
る

”
と

は
　

　
果

た
し

て
何

か
？

•
楽

し
く

仕
事

が
で

き
る

円
滑

な
人

間
関

係
？

•
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
が

図
り

や
す

い
環

境
？

•
残

業
が

少
な

い
？

•
暮

ら
し

や
す

さ
？

シ
ェ

ア
ハ

ウ
ス

？

•
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
の

導
入

？

•
公

共
交

通
機

関
を

使
っ

て
の

通
勤

で
も

支
障

の
な

い
勤

務
体

系
の

構
築

？

•
娯

楽
施

設
を

つ
く

る
？

•
や

り
が

い
、

楽
し

さ
、

面
白

さ
を

伝
え

る
？

　
→

ど
う

や
っ

て
？

効
果

的
な

方
法

は
？

み
な

さ
ん

の
お

知
恵

・
ア

イ
デ

ア
を

い
た

だ
け

ま
せ

ん
か

？
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